










































まとめ 

 最新のSIDSの文献的情報によれば,従来言われていたSIDSの同胞は必ずしもハイリスク

でない可能性が強く示されており,SIDS ハイリスク児に同胞を含むか含まないかは,極め

て重要な問題であり,今後の大きな論点となろう。また SIDS の病因,病態は,通常の臨床症

状や検査では認められない程の程度ではあるが,呼吸中枢の異常が最も強く示唆されてお

り,さらに誘因となる因子も通常の児には問題となるほどのものではないところがら,見逃

がされていた可能性が十分に考えられる。home monitoring そのものの有効性に大きな疑

問が投げかけられており,そのシステムの全面的な再検討が迫られている。 


